
地域のスキー場の活性化に関する検討プレ委員会 

 

 

 次    第  

 

日 時：平成１９年３月２６日（月）１３：３０～ 

場 所：ロイトン札幌 ２階 「ハイネスＣ」 

 

 

１．開 会 

 

２．主催者代表あいさつ（柏木隆久 北海道運輸局企画観光部長）  

 

３．委員会趣旨説明（山﨑 雅生 北海道運輸局企画観光部交通企画課長） 

 

４．委員紹介 

 

５．講師紹介 

 

６．講 演 

 

 Ⅰ.「スキー場の現状と地域のスキー場の今後」 

    新潟県スキー観光活性化戦略実行委員会推進委員 

    白馬フォーティーセブン 元統括支配人 

                       下江 達也 氏 

 

Ⅱ.「外国人からみた北海道のスキー場」 

    ＮＯＡＳＣ 代表取締役 

                       ロス・カーティー 氏 

７．質疑応答 

 

８．閉 会 

 



索道輸送人員と収入の推移
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北海道のスキー場数の推移
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スキー場の現状と
地域のスキー場の今後

下江 達也



SNOW業界との関わり

• 1990年
– ARAIの開発に参加

• 2004年
– EBOSHI 経営再建に参加

• わかさいもによるM&A

• 2005年
– Hakuba47へ

• 立ち上げ

• 不振企業の再建

• 比較的安定



スキー場業界の現状

• 入込、索道輸送実績の状況
• スキー場業界のマーケット状況
• 具体的事例検証：EBOSHI
• スキー場運営者交代が活発化
• 米国スキー場業界の状況
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スキー場業界のマーケット状況

• 市場原理が働かないスキー場産業
– ピーク時から来場者数：半分以下
– スキー場数：約10%減 約６００

• 負のスパイラル
– 入込・売上減→リストラ→サービス・クオリティの
低下＝スキー場の魅力低下→入込・売上減



EBOSHIの事例

• リストラの継続
– モラル・モラールの低下
– 施設のメンテが悪く・汚い
– サービスの低下

• 経営方針の明確さ、マネジメントで変わる
– 「東北No.1の顧客満足度のスキー場へ」



スキー場運営者交代が活発化

• 一昨年からファンドの参入
• 市町村の平成の大合併、財政問題
• 大手リゾート事業者

– 加森観光：8ヶ所、東急不動産グループ：8ヶ所
– スキー場の魅力up：CSの向上、収益体質の強化へ

• 新たなプレーヤー
– JmtGroup:5ヶ所（高鷲、川場、猪苗代、水上、そのはら）
– モルガンスタンレー：2ヶ所（上越国際、舞子後楽園）
– シティグループ：西武HDからニセコ東山、鯵ヶ沢、など



米国スキー場業界の状況

• 昨シーズン入込数：過去最高 約58,000千人
• スキー場数：1983年735 → 2005年478
• 市場メカニズムが機能

– 競争力：強い＝利用者増、弱い＝淘汰
– 競争力を高め利用者に魅力を訴求し続ける

• 小規模スキー場の淘汰進む：資金需要に対応できず
• 自治体運営スキー場：住民存続に「NO」
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地域のスキー場の今後

• 地域のスキー場の現状
– 位置づけの明確化と淘汰の必要性
– 自治体スキー場の限界

• スキー場廃止に向けての仕組み作り
– SNOW人口すそ野拡大へ

• 地域のスキー場の今後
– 地域のスキー場存続の条件
– 地域のスキー場の展開のヒント

• 具体的事例：パラダ、すみかわ
• コミュニティ作り、会員作り
• 流通業の研究



地域のスキー場の現状

日 販 金 額

リフト 営業 輸送客数 売上金額 総額 リフト１基

ゲレンデ名 本数 日数 （千人） （千円） （千円） （千円）

Aスキー場 2 71 366 28,329 399 200

Bスキー場 2 99 76 15,406 156 78

Cスキー場 4 84 350 54,316 647 162

Dスキー場 2 51 320 46,490 912 456

Eスキー場 1 100 114 15,810 158 158

Fスキー場 3 84 853 117,118 1394 465

Gスキー場 2 89 399 50,550 568 284

Hスキー場 2 114 82 10,291 90 45

Iスキー場 2 108 432 53,160 492 246

Jスキー場 1 85 42 5,085 60 60

岩 原 8 100 3,146 648,088 6,481 810

苗 場 21 75 6,271 1,184,241 15,790 752

志賀高原（Ａ社） 10 127 3,753 683,659 5,383 538

野沢温泉 18 92 3,963 678,309 7,373 410

八方尾根（Ｂ社） 17 135 4,177 853,394 6321 372

戸隠 9 91 1,733 209,012 2,297 255

２００６年度 北陸信越索道協会実績＊ゴンドラ（普通索道）を除くリフト実績

リフト１基あたりの日販金額



自治体スキー場の限界

• 行政予算の拘束・議会の存在
– 戦略的投資、スピーディな意志決定困難

• 数年で異動の公務員
– 知識・ノウハウの蓄積困難 プロフェッショナル

• お客さまのニーズの多様化：CS向上、利益確保困難

• 市町村合併、指定管理者制度
– 地域金融機関の不良債権処理、政府系金融機関改革

• 役割・存在意義の終焉



スキー場廃止に向けての仕組み作り

• スキー場閉鎖しやすい仕組み
– スキー場業界再生・健全化、自治体の健全化

• 国、道県の役割
– 誘客の支援策 スキー場廃止に向けた支援策

• 現状復帰義務の緩和
• 資金的支援策
• 専門家の支援（相談窓口の設置） など



SNOW人口のすそ野拡大へ

• スキー場業界安定のため
– Daily利用してくれる地域のお客さま

• 子供たちのSNOW離れ（スキー授業）
– 札幌：中学校(100)7-8年前80%、現在30%
– 新潟：小学校(589)53.1%（下越20.6%）
– 中学校(249)30.8%（下越4.9%）

• 地域のスキー場の存在意義
– 生涯スポーツとしてのSNOW

• 雪国の健康体力作り

– 文化の継承



地域のスキー場存続の条件

• 地域住民の健康増進・青少年育成など公共福祉
施設的に展開できるところ（自治体所有運営）
– 維持費を勘案し必要性の検討と情報公開

• 個性・強みを持ちそれを磨き積極的に展開できる
ところ
– スキー場のコンセプトの明確化

• 自分たちはどういうスキー場になりたいのか
• どういうお客さまに来ていただきたいのか

– マーケティングアプローチ
• お客さま主体のプロデュース



地域のスキー場展開のヒント

• 個性的展開＝強みを磨くスキー場
– パラダ：上級者お断り
– すみかわ：樹氷原雪上車ツァー

• コミュニティ作り、会員作り
– Hakuba47：シニアクラブ、KIDSレッスン
– 地域に根ざしたコミュニティ

• 子育て中ヤングママ、子供会、スポーツ少年団etc.

– キューピットバレイ、ALTS

• 流通業の研究



流通業との比較

• 流通業（スーパー、コンビニ）の研究
– イトー・ヨーカ堂新規出店

• 1年前から幹部が商圏内を徹底調査し品揃え

– 地域行事、週間天気予報、記念日 などの活用

スーパー 百貨店 SC

商 圏：比較的狭い 広範囲の商圏 中～広範囲の商圏
利用法：普段使い ハレの日的使い方 中間的
利用単価：低い 高い 低い～高い
タイムサービス、特売 催事 専門店で魅力付け

地域のスキー場 大規模全国区スキー場 中規模エリアスキー場

苗場、志賀高原、ニセコ EBOSHI、たんばら、
田沢湖、キューピッドバレイ



SNOW産業としての問題点

• 産業としての弱体化
– お客さまのCS経験レベルがUP

• 都市の益々の活性化：高級ホテル、大規模商業ビル
• 海外渡航者17百万人：本物をリーズナブルな価格で経験

– 他サービス業と比べ魅力が低下 → 一層のSNOW離れ

• 安全・安心の再確立
– 索道事故、ゲレンデ内外での事故

• リストラ・規制緩和
– 索道メンテナンスの不透明さ、パトロール・索道技術者の削減



最も強いものや最も賢いものが 生き残るのではない

最も変化に敏感なものが 生き残る

ｂｙ チャールズ・ダーウィン

（種の起源より）
























































































































